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韓
愈
の

古
文

虚

構

と

創
作

意
識

i

　

　
　
は

じ

め

に

　

中
国
の

伝
統
文

学
は

事

実
を

重
視
す
る

傾

向
が

強
く

、

「

怪
力
乱

神
」

を

語

る
こ

と
は
、

は

ば
か

ら
れ

る

こ

と

と

考
え
ら

れ

て

き
た

。

し

か

し

文
章

創
作
に

お
い

て

虚
構

を

用
い

る
こ

と

は

排

除
さ
れ
て

お

ら

ず
、

た

と

え

ば
『

文

選
』

に

は

司

馬

相
如
「

子

虚

賦
」

（

巻
七
）
、

王

襃
「

四

子

講
徳
論
」

（

巻
五
一
）

な
ど

、

虚
構
の

人

物
が

登

場
す

る

作
品
が

収
め

ら
れ

て

い

る
。

　

中
唐
の

文
人

韓

愈
（

七

六

八

　
八
二

四
）

は
、

文

章
の

文
体
改

革
を
積
極
的
に

推
し

進
め

、

当

時

盛

行
し

て

い

た

駢

文

に

代
わ
る

新
し

い

文

体
「

古
文
」

を

確
立

し

た

こ

と

で

知

ら
れ

る
。

ま

た

唐

宋
八

大
家
の

筆
頭
に

冠
せ

ら

れ
、

名
文
家
と

し

て

揺
る

ぎ
な
い

地

位
を

獲
得
し

て
い

る
。

　

韓
愈
の

文

章
創

作
上

の

工

夫
に
つ

い

て

は

従
来
さ
ま

ざ
ま
な

指

摘
が

さ
れ
て

お

り
、

虚

構
の

使
用

に
つ

い

て

も、

韓

愈
独
自
の

用

　

　
　
　

　
　
　

　
ハ
　　

い

方
が

指

摘
さ

れ
て

い

る
。

こ

れ

ら

の

作
品

に

つ

い

て
、

い

ま

ま

で

個
々

に

論
じ

ら
れ
た

こ

と

は

あ

る

が
、

虚

構
と
い

う
視
点
か

ら

文

章
全

般
に
わ

た

る

考
察
が
な
さ
れ
た

こ

と

は

な
い

。

　

本

論
で

は
、

韓
愈
が

虚

構
を

用
い

た

文
章
の

中
か

ら
、

従
来
の

渡

辺

志

津

夫

　
　
　

　
　
　

　
ハ
　　

用
法
を

踏
襲
す
る

も
の

の

他
に
、

虚

構
性
が

強

い

と

思
わ

れ

る

作

品

を

取

り

上

げ
て
、

虚

構
が

作
品

に

ど

の

よ

う
な

効
果
を

も
た

ら

し

て

い

る

か

検
討
す
る

。

特

に

「

毛

穎
伝
」

（

『

昌

黎
先
生

集
』

巻

三

六
）

の

位
置
づ

け
と

制
作
意
図
に

つ

い

て

新
た

な
解
釈
を
示

し
、

唐

代
伝
奇
小

説
と
の

関
係
に
つ

い

て

も
考

察
を

加

え

る
。

そ

し

て

最
後
に
、

文

章
創
作
に

お

け
る

逸
脱
と

規
範
と
い

う
相

反
す
る

も

の

が
、

韓
愈
の

中
で

ど
の

よ

う

に

位

置
づ

け

ら

れ

て

い

た

の

か

追

究
し

て

み
た

い
。

　

　
　
一

　

駁
雑
無
実
の

説

　

ま

ず
、

虚

構
や
怪

異
に

対
す

る

韓
愈
の

考
え

方
を

確
認

し

て

お

き

た
い

。

　

韓
愈
は

節
度

使
の

幕
僚
時
代

、

「

駁

雑
無
実
の

説
」

を
や
め

る

よ

う
門
人
の

張

籍
か

ら

強
く
求
め

ら

れ
、

こ

の

問
題

を

め

ぐ
っ

て

論

争
し

た

こ

と

が

あ
る

。

こ

れ
は

貞
元
一

四

年
（

七

九

八
）

の

こ

と

と

考
え
ら

れ

て

お

り
、

現
在
二

往
復
の

書
簡
が

残
っ

て

い

る
。

制

作
順
に

張
籍
「

遺
公

第
一

書
」

、

韓

愈
「

答
張

籍
書
」

、

張
籍
「

遺

公

第
二

書
」

、

韓
愈
「

重
答
張
籍
籖
日

」

の

四

篇
で
、

張

籍
の

書
簡
も

含
め
、

す
べ

て

『

昌
黎
先
生

集
』

巻
一

四

に

収
め

ら
れ

て

い

る
。
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こ

の

「

駁

雑
無

実
の

説
」

が

意
味
す
る

内
容
に
つ

い

て
、

従
来

は

（
一
）

韓
愈
の

「

毛

穎
伝
」

、

（

二
）

唐

代
伝

奇
小

説
、

（

三
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　　

韓

愈
の

短
篇
の

散
文

、

な
ど
の

解
釈
が

示

さ

れ

て

い

た
。

筆
者
は

　
　

　

　
　

　

　
　
こ

拙
論
「

駁
雑
無
実
新
考
」

に

お
い

て
、

「

駁

雑
無
実
の

説
」

を、

新

た
に

「

儒
家
の

伝
統
に

照
ら

し

て

純

粋
で

な

い

も
の

が

入

り
混
じ

っ

た
、

中

身
の

な
い

言

説
」

と
定

義
し

、

韓

愈
が

「

駁

雑
無
実
の

説
」

を

好
ん

だ

こ

と
、

張
籍
は

主

に

語
ら

れ
た

こ

と

ば

を
問
題

に

し

て

い

た

こ

と

を

確

認
し

た
。

さ
ら

に

「

駁

雑
無
実
の

説
」

を

好

ん

だ

韓
愈
の

性
向

は
、

書
か

れ

た

こ

と

ば
、

す
な

わ

ち
文
章
に

も

反
映
さ

れ
て

い

る
の

で

は

な
い

か

と

の

見
解
を
示

し
、

当
該

書
簡

お

よ

び
「

猫
相
乳
」

（

巻
一

四
）

・
「

与
鳳
翔
邪

尚
書
書」
（

巻
一

八
）

・

「

痙

硯
銘
」

（

巻
三

六
）

・

「

与
張
徐
州

薦
薛
公

達
書
」

（

外

集
二
）

な
ど
の

作
品

中
か

ら

そ

の

具

体

例
を
示

し
、

「

駁
雑
無
実
」

が

特

定

の

ジ
ャ

ン

ル

や
作
品

に

と

ど

ま

ら
ず

、

さ
ま

ざ
ま

な

作
品

中
に

見

ら
れ

る

こ

と

を

指
摘
し

た
。

　

ま

た

怪
異
と
の

関
連
で

は
、

「

雑
説
四

首
」

其
三

（

巻
一

一
）

に

次
の
一

段
が

あ

る
。

　

談
生

之

為
「

崔
山

君
伝
」

、

称
鶴
言

者、

豈
不
怪
哉

。

−

…・

怪

神
之

事
、

孔

子

之

徒
不
言

。

余
将
特

取
其

憤
世
嫉
邪
而

作
之
、

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
つ

く

故

題
之

云

爾
。

（

談
生

の

「

崔
山
君

伝
」

を

為

る

に
、

鶴
も
も

　

　

　

　
　

　

　
は

の

言
ふ

と

称
す
る

者、

豈
に

怪
し

か

ら
ず
や

。

…

…

怪
神
の

事、

孔
子
の

徒
は

言
は

ず
。

余

将
に

特
に

其
の

世
を

憤
り

邪
を

嫉
み

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
し
か

て

之

を

作
る

を

取
ら
ん

と

し

て
、

故
に

之
に

題
す
と

爾

云
ふ

。

）

　
怪

異
や
鬼

神
の

こ

と

は
、

孔

子
の

教
え

に

従
う

も
の

は

口

に

し

な
い

。

し

か

し
、

そ

れ

が

世

を

憤
り

悪
を

憎
ん

で

こ

れ

を
作
っ

た

点
を
評
価
し

て
、

あ

え

て

こ

れ

に

書
き
つ

け
る
の

で

あ
る
、

と

い

う
。

す
な

わ

ち
、

伝

え

る
べ

き

内

容
が

あ
り
、

そ

れ
を

よ

り

効
果

的
に

伝
え

る

た

め

に

は
、

怪
異

を

取
り

入

れ
る
こ

と

も
辞
さ

な

い

の

で

あ

る
。

韓
愈
の

こ

の

姿
勢
は
、

「

怪
力

乱
神

を
語
ら
ず
」

（
『

論

語
』

述
而

篇
）

と

い

う
考
え

方

を

大
き

く
踏
み

外
し
た

も
の

で

あ

る
。

　
こ

の

「

駁
雑

無
実
」

に

は
、

虚
構
や

怪
異

、

さ

ら
に

は
遊
び

心

な
ど

、

さ
ま

ざ
ま

な
要

素
が

含
ま

れ

る
。

韓
愈
は

張

籍
と
の

や

り

と

り
に

お
い

て
、

「

駁
雑
無
実
」

を

反
省
す
る
こ

と

は

な
く

、

む

し

ろ

そ
の

有
用
性

を

主

張
す
る

。

「

駁
雑
無
実
」

を

認

め
、

怪

異
を
も

拒
ま

な
い

韓
愈
の

考
え

方
は

、

そ
の

後
も

ど
ん

ど
ん

膨
ら
ん

で

い

き、

数
々

の

韓
愈
独

自
の

作
品

を
生

み
出
す
こ

と

に

な
る

。

　

　
　
二

　
虚

構
を

用
い

た
こ

と

が
指
摘
で

き
る

作
品

　
本
節
で

は
、

虚
構

を

用
い

た

こ

と

が

指

摘
で

き
る

作
品
を

繋
年

順
に

取
り

上

げ、

具
体
例

を

指
摘
す
る

と

と

も

に
、

そ
れ
が

作
品

に

も
た

ら

す
効
果
に

つ

い

て

検
討
を

加
え

る
。

　

（

1
）

「

猫
相
乳
」

　

貞
元
六

年
（

七

九

〇
）

、

二

三

歳
の

作
。

韓
愈
が

長
安
で

科
挙
の

受

験
勉
強
を

し

て

い

た

と

き

に
、

経
済
面

で

援
助
し

て

く

れ
た

司

徒
北
平
王
・

馬
燧
の

人
徳
を
称
え

た

作
品

で

あ

る
。

作
品

は

大
き

く

二

段
に

分
か

れ
、

前
半

で

は

猫
の

エ

ピ

ソ

ー

ド

が

述
べ

ら

れ
、
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後
半
で

は

馬
燧
の

人
徳
が

称
え

ら

れ

る
。

そ
の

前
半
は

次
の

通

り
。

　
司

徒
北
平
王

家、

猫

有
生
子

同

日

者、

其
一

死

焉
。

有
二

子

飲
於

死

母
。

母

且

死
、

其
鳴
喉
嘲

。

其
一

方
乳

其
子

、

若

聞
之
、

起
而

若

聴
之
、

走
而
若
救
之

、

銜
其
一

置
于
其
棲、

又

往
如

之
、

反

而

乳
之

若
其
子

然
。

噫、

亦
異
之
大

者
也

。

（

司

徒
北
平
王

の

家
に

、

猫
の

子

を

同
日

に

産
む

者
有
り
て
、

其
の
一

死

す
。

二

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ま
さ

子

有
り

て

死

母
に

飲
む

。

母
且

に

死

せ

ん

と

し
て
、

其
の

鳴
く

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ま
まロ

こ

と

呼
崢
た

り
。

其
の
一

方

に
其
の

子
に

乳
す
る
と

き

に
、

之

を

聞

く

が

若
く
、

起

ち
て

之
を

聴
く
が

若

く
、

走
り

て

之

を

救

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
か

く

ふ

が

若

く
、

其
の
一

を
銜
み
て

其
の

棲
に

置
き

、

又

た

往
き
て

之

　
　

　

　
　

　
か
へ

の

如
く

し

て
、

反
り

て

之

に

乳
す

る
こ

と
、

其
の

子
の

若

く
然

　
　
あ
あ

り
。

噫
、

亦
た

異
の

大

な

る

者
な

り
。

）

　
司
徒
北
平

王

の

家
で
、

二

匹
の

親
猫
が

同

じ

日
に

子

を

産

ん

だ

が
、

親

猫
の

う

ち
一

匹

が

死

ん

で

し

ま
っ

た
。

す

る

と

生

き
て
い

る

方
の

親
猫
が
、

親
に

死

な
れ

た

子

猫
を
自

分
の

巣
に

運
ん

で

い

き
、

自

分
の

子

と

同
じ

よ

う
に

乳
を

や
り

、

命
を

助
け

た
、

と
い

う
感
動
的
な
エ

ピ

ソ

ー

ド

が
つ

づ

ら

れ

て

い

る
。

　
実
は

こ

の
エ

ピ

ソ

ー
ド

は
、

『

朝

野
僉

載
』

「

王

燧
」

（

『

太

平
広

記
』

巻
二

三

八

「

詭
詐
」

）

を
下
敷
き
に

作
ら
れ

て
い

る
。

そ
の

前

半
部
は

次
の

通

り
で
あ

る
。

　
河
東
孝

子
王

燧

家、

猫

犬
互

乳
其
子

。

州
県

上

言、

遂
蒙

旌

表
。

乃

是
猫
犬

同
時
産

子、

取

猫
児
置
犬

案
中
、

取
犬
子

置
猫

案

内
、

飲
慣
其
乳

、

遂
以

為
常

。

殆
不

可
以
異
論
也

。

（

河

東
の

孝
子

王

燧
の

家
に
、

猫
犬
互

ひ

に

其
の

子
に

乳
す

。

州
県

言
を

た

て

ま
つ

上

り
、

遂
に

旌

表
を

蒙
る

。

乃

ち
是
れ

猫
犬

時

を

同
じ

く

し

て

子

を

産
み

、

猫
児
を

取
り

て

犬
案

中
に

置

き
、

犬
子

を

取

り

て

猫
案
内
に

置
き

、

其
の

乳
を

飲
み

慣
ら

し

め

て
、

遂
に

以

て

常
と

為
す

。

殆
ど

以
て

論
を

異
に

す
べ

か

ら

ざ
る

な
り

。

）

　
両

者
の

間
に

は
、

（

ア
）

「

某
地
の

某
氏

の

家
」

と

い

う

書
き

出

し
、

（

イ
）

二

匹
の

動
物
が

同
時
に

子

を

産

む
、

（

ウ
）

子

猫

（

と

小

犬
）

が

相
手
の

巣
に

移
さ
れ
て
、

相
手
の

親
の

乳
を

飲
む
、

（

エ

）

最
後
に

エ

ピ

ソ

ー

ド

に

対
す
る

評
価
が

付
さ

れ

て

い

る
、

な
ど
の

共

通

点
が

指
摘
で

き
、

「

猫
相
乳」

が

「
王

燧
」

を

下
敷

き

に

し

て

い

る
こ

と

は

明
ら
か

で

あ

る
。

　
さ

ら
に
、

「

王

燧
」

で

は
、

親
は

二

匹

と

も
死

な
な
い

け
れ

ど
も

、

「

猫

相
乳
」

で

は
一

方
の

親
猫
が

死

に
、

放
っ

て

お

け

ば

子

猫
も

死

ん

で

し

ま

う

と
い

う

緊
迫
し

た

状
況
を

作
り

出

す
こ

と

に

よ
り

、

読
み

手
に

訴
え

か

け
る

力
が

強
く

な
っ

て

い

る
。

　
ま

た

「

猫
相

乳
」

に

は
、

「

有
二

子

飲
於

死

母
」

と
い

う
一

文

が

加
え
ら
れ
て

い

る

が
、

こ

れ

は
『

荘
子
』

徳
充
符
篇
に

、

「

仲
尼
日

、

丘

也

嘗
使
於
楚
矣

。

適
見
豚

子

食
於
其
死
・・

者
。

」

（

仲
尼

曰

く
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ち

ち
の

丘

や
嘗
て

楚
に

使
ひ
せ

り
。

適
た

ま

豚

子

の

其
の

死

母

に

食

む

者
を
見
た

り
）

と

あ

る

の

を
ふ

ま

え

て

い

る
。

こ

こ

に

は
、

伝

統

文

学
の

重

要
な

構
成
要
素
で

あ

る

典

故
表
現
を
加

え

る
こ

と

で
、

単
に

小
説
を

取

り

込

む
の

で

は

な

く
、

知
識
人
が

書
く
文

章
に

近

づ

け
よ

う

と
の

意
識
が

働
い

て

い

る

と

思

わ
れ

る
。
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そ

し

て

何
よ

り

も

重

要
な
の

は
、

韓
愈
が

小

説
か

ら
題

材
を

取

っ

て

い

る
こ

と

で

あ

る
。

当
時

は
ま

だ
、

小

説
は

知

識
人
が

手

を

染
め

る
べ

き

で

は

な
い

と

考
え

ら

れ

て

い

た
。

韓
愈
は

そ
の

枠
を

破
り

、

効
果
的
な

表
現
を

作
る

た

め

に

は
、

ふ

つ

う
知
識
人

が

取

り

上

げ
な
い

も
の

か

ら
で

も
題

材
を

取
り

込

む

こ

と

を

厭
わ

な
い

の

で

あ
る

。

こ

こ

に
、

表

現
に

対

す

る

韓
愈
の

貪
欲
さ
が

見
て

取

れ

る
。

　
（

2
）

「

痙
硯
銘
」

　
貞
元
八

年
（

七

九

二
）

、

二

五

歳
の

作
。

韓
愈
と

親
友
の

李
観
は

、

こ

の

年
と

も
に

進
士

に

合
格
し

た
。

「

痙
硯
銘
」

は
、

李

観
の

硯
を

埋

葬
し

た

際
に

書
か

れ

た
、

硯

の

墓
誌
銘
で

あ

る
、

墓

誌
の

部

分

で

は
、

李

観
が

科
挙
受
験
の

た

め

長
安
に

来
た

と

き

に

こ

の

硯
を

贈
ら

れ
、

そ

れ
か

ら
四

年
、

常
に

苦
楽
を

共

に

し

て

き

た

こ

と

や
、

従
者
が

硯

を

誤
っ

て

割
っ

て

し

ま
っ

た

た

め
、

箱
に

入

れ
て

持
ち

帰
り
、

長
安
の

町
中
に

埋

葬
し

た

こ

と

が

述
べ

ら

れ

る
。

そ

し

て

次
の

銘
文
が

続
く

。

　

土

平

質
、

陶
乎
成
器

。

復
其
質
、

非
生

死

類
。

全

斯
用
、

毀

不
忍

棄
。

埋

而

識、

之

仁
之

義
。

硯
乎

硯
乎
、

与

瓦

礫
異

。

（

質

を
土

に

し

て
、

成
器
を
陶
に

す
。

其
の

質
に

復
す
る

は
、

生

死

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
や
ふ

の

類
に

非
ず

。

斯
の

用
を
全
ふ

し
、

毀
る

る

も
棄
つ

る

に

忍
び

　

　
う
つ

　

　
　

し

る

ず
。

埋

め

て

識
す
は
、

之

れ

仁

之

れ

義
。

硯

よ

硯
よ

、

瓦

礫
と

異
な

り
。

）

　
「

土

を
材

質
と

し
て

、

焼
か

れ

て

完

成
品
に

な
る

。

ま

た

土
に

帰
る
の

だ

か

ら
、

生
死
の

た

ぐ
い

と

は
違

う
。

用

途
を
全

う
し

て
、

壊
れ

て

も

捨
て

る

に

忍
び

な
い

。

埋

め

て

銘
文

を

書
く
の

は
、

仁

で

あ

り

義
で

あ

る
。

硯
よ

硯
よ
、

が
れ

き

と

は

異
な
る
の

だ
。

」

　
硯

に

対

し

て

儒

家
の

徳
目

で

あ

る

仁

義
の

行

為
を

行
い
、

さ

ら

に

は

「

硯

よ
、

硯

よ
」

と

呼
び

か

け

て

い

る
。

無

機
物
の

硯

に

対

し

て
、

あ
た

か

も
人
間
に

対
す
る
か

の

よ

う
な
行

為
を

し

て

お

り
、

こ

れ

も

虚

構
と

見

な

せ

る
。

硯
を

擬

人

化
す
る

こ

と

で
、

科

挙
受

験
と

い

う、

人

生
で

初
め

て

直
面

し

た

で

あ

ろ

う
大
き

な

壁

に

挑

ん

で

以

来、

常
に

苦
楽
を
共

に

し

て

き

た

硯

に

対

す

る

深
い

思
い

入

れ
を

表
し

て

い

る
。

し
か

し

硯

を

埋

葬
す

る

こ

と

自

体

が

常
識

　
　

　

　
　
　
　　

か

ら

外

れ

て

お

り
、

ま
じ
め

く

さ
っ

て

硯

を

埋

葬
し
、

墓
誌
銘
ま

で

書
い

て

し

ま
う
と

こ

ろ

に

は
、

お
か

し

さ
さ
え

覚
え

る
。

「

硯

よ
、

硯

よ
」

と

呼
び

か

け
る
こ

と

で
、

埋

葬
さ

れ

た

硯
に

血

が

通
い
、

埋

葬
者
と

硯
の

問
に

は

情
が

通

う
の

だ
。

わ

ざ
わ

ざ
「

割

れ

た

硯

を

箱
に

入

れ

て

持
ち

帰
り
、

町

中

に

埋

葬
し

た
」

と

述
べ

て

い

る

の

は
、

異

郷
の

地
で

没
し
た

人
の

遺
体
を

、

故
郷
の

地

に

持

ち

帰

っ

て

埋

葬
す
る

と
い

う、

当
時
の

「

帰
葬
」

の

習

慣
を

ふ

ま

え

た

と

も
考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、

器

物
を

擬
人

化
す

る

と

い

う
発

想
が

、

「

毛

穎

伝
」

の

発

想
の

原
点
に

な
っ

て

い

る

点

も

見

逃

し

て

は

な

ら

な
い

だ

ろ

う
。

　
　

（

3
）

「

送
窮
文
」

　
巻
三

六

所
収

。

元

和
六

年
（

八

＝
）
、

四

四

歳
の

作
。

内
容
は
、

自

分
に

つ

き
ま

と

う

貧
乏

神
を
追
い

払
お

う
と

す
る

が
、

口

論
の
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末
に

逆
に

説

得
さ
れ
て

し

ま

い
、

引
き
続
き

留
ま
っ

て

も

ら

う

こ

と

に

な
っ

た
、

と
い

う
も
の

。

「

主
人
」

の

祝

詞
の

後
に

貧
乏

神
が

姿
を
現
す

と

こ

ろ
か

ら

始
ま
っ

て
、

作
品
の

ほ

ぼ
全
体
が

虚

構
で

構
成
さ
れ
て

い

る
。

　
こ

の

作
品

に

は

「

智
窮
」

（

知

恵
の

貧
乏

神
）

・
「

学
窮
」

（

学
問

の

貧

乏

神
）

・
「

文

窮
」

（

文

学
の

貧
乏

神）
・
「

命
窮
」

（

運
命
の

貧

乏

神
）

・

「

交
窮
」

（

交
際
の

貧
乏

神
）

と

い

う
五

「

人
」

の

貧
乏

神
が

現
れ
る

が
、

実
は

そ

れ

ら

は

韓
愈

自
身
の

投
影
で

あ
る

．

彼

ら

と

の

口

論

は

す
な
わ

ち
自
己

と
の

対
話
で

あ

り
、

留
ま
っ

て

も

ら

う

の

は
、

不
遇

な

境
遇

に

あ
り

な
が

ら

も
、

今
後
も

自

分
の

や

り

方
を

変
え

な
い

、

と

い

う
方
針
の

確
認

を

意
味
し
て

い

る
。

　

こ

の

作
品

は
、

貧
乏
神
が

現
れ

る

と

き
の

描
写

や
、

韓
愈
と

貧

乏

神
の

や

り

と

り

も

奇

抜
で

あ
り

、

お

も
し

ろ

く

書
か

れ
て

い

る

が
、

際

立
っ

て

い

る
の

は
、

自

分
た

ち
を

追
い

出
す

た

め

に

用

意

さ

れ

た

車
や

船
を

拒
む

と

き
に

貧
乏

神
が

発
し

た

こ

と

ば
、

「

我
鬼

非
人

、

安
用
車

船
。

」

（

我
は

鬼

な
り

人
に

非
ず
、

安

く
ん

ぞ

車

船
を

用

ひ

ん
）

で

あ

る
。

幽
霊
が

自
ら
を

「

鬼
」

と

言
う
の

は
、

　
　

　
ア　

『

捜
神

記
』

巻
一

六

「

宋

定
伯
」

で
、

鬼
が

「

我
是
鬼

。

」

（

我
は

是
れ

鬼
な
り
）

と

い

う
の

を

連
想
さ
せ

る
。

従
来
の

枠

組
み
か

ら

大
き

く
逸
脱
し

た
、

は

な

は

だ

小
説

的
な
表

現
で

あ

る
。

ま

た

韓

愈
の

反
論
が

終
わ

ら
ぬ

う

ち
に

、

五

人
の

貧
乏
神
が

互
い

に

「

張

眼

吐

舌
。

」

（

眼
を

張

り

舌
を

吐
く

）

と

い

う
の

も
、

小
説
に

見

ら

　
　

　

　
　
　
お　

れ

る

表

現
で

あ

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　　

　

「

送

窮
文
」

は
、

揚

雄
「

逐

貧
賦
」

を
ふ

ま

え

て

作
ら

れ

た

こ

と

が

古

く

か

ら

指
摘
さ
れ

、

作
中
人
物
が

貧
乏

神
と

口

論
し
た

り
、

最
後

は

人

間
の

側
が

改

心

し

て
、

貧

乏

神
に

留
ま
っ

て

も
ら

う
な

ど
、

ス

ト
ー

リ

i
展

開
に

共

通

点
が

多
い

。

　
し

か

し

先
に

挙
げ
た

諸
点
の

ほ

か
、

貧
乏
神
と
の

口

論
が
一

往

復
（

逐

貧
賦
）

か

ら
二

往
復
（

送

窮
文
）

に

な
っ

た

り
、

貧
乏

神

が

単
体
（

逐

貧
賦
）

か

ら

五

人

に

分
か

れ
、

し

か

も
「

主
人
」

が

そ

れ

ぞ

れ

の

罪

状
を

挙
げ
て

非
難
す

る

（

送
窮
文
）

な
ど

、

読
み

物
と

し

て

の

お

も

し

ろ

さ

は

格
段
に

増
し
て

い

る
。

　
　
（

4
）

「

試
大
理
評
事
王

君
墓
誌
銘
」

　
巻
二

八

所
収

。

元

和
九

年
（

八
一

四
）

、

四
七

歳
の

作
。

こ

の

作

品

は

虚
構
を

用

い

て

い

る

と

は
断

定
で

き

な
い

が
、

韓
愈
と

小

説

の

関
係

、

お

よ

び

韓

愈
の

創
作
態

度
を

考

え

る

上

で

非
常
に

重
要

な
作
品

な
の

で
、

こ

こ

に

挙

げ
て

検
討
す

る
。

　
王

君
は

姓

名
を
王

適
と
い

う
。

韓
愈
は

墓

誌
銘

に
、

故
人
の

人

柄
を
彷
彿
と

さ
せ

る
エ

ピ

ソ

ー

ド

を
盛
り

込

む

こ

と

を

得
意
と

し
、

本

作
品

で

は
、

王

適
が

没

し

て

埋

葬
さ
れ
た

く

だ

り
の

後
に
、

嫁

取
り
の

エ

ピ

ソ

ー

ド
が

挿
入

さ

れ

て

い

る
。

そ
の

あ
ら

す
じ

は

次

の

通

り

で

あ
る

。

　
王

適
が

見

初
め
た
娘
の

父
・

侯
高
は
、

「

娘
は

必
ず
官
吏
に

嫁
が

せ

る
。

並
の

男
に

は

や

ら
な
い
」

と

言
う

。

王

適
は

ぜ

ひ

こ

の

娘

を

嫁
に

し

た
い

と

思
い
、

な

か
だ

ち
の

ば
あ
さ
ん

に
、

「

私
は

明
経

に

及
第
し

て

い

て
、

ま

も

な

く
任
官
す
る

。

こ

の

話
を

取
り
次
い

で
、

も
し

も
う
ま

く
い

っ

た

ら
、

た
っ

ぷ

り

礼
を

は
ず
む
」

と

告

げ
る

。

ば
あ
さ

ん

が

取
り

次
ぐ
と

、

侯

高
は

辞
令
の

提
示
を

求
め

る
。

計

略

が
行
き

づ

ま
っ

た

王

適
は

、

ば
あ
さ
ん

に

真
実
を
話
す

。
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ば
あ

さ

ん

は
一

計
を
案
じ

、

辞
令
に

似
た

紙
を
丸
め

て

袖
に

入

れ、

侯
高
の

所
に

出
向
く

。

そ

れ

を

遠
目
に

見
た

侯
高

は
、

疑

う
こ

と

な
く
「

よ

し
」

と

言
い

、

娘
を

王

適
に

嫁
が

せ

た
。

　
こ

の
、

目

的
を
達

す
る

た

め

に

は

人
を
騙
す
こ

と

も

厭
わ

な
い

王

適
や

、

計
略
で

は

王

適
の

上

を

行

く
老

婆
の

活

躍
が

描
か

れ

た

く
だ

り

は
、

ふ

つ

う
故
人

の

業
績
を
顕
彰
す
る

た

め

に

書
か

れ

る

墓
誌

銘
と

し

て

は

か

な
り

異
色
で

あ

り
、

し

ば
し

ば
小

説
的
だ

と

　
　

　

　
　
　
リレ

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　

　
（

5
）

「

讎
魚
文
」

　
巻
三

六

所
収

。

元

和
一

四

年
（

八
一

九
）

、

五

二

歳
の

作
。

時
に

韓
愈
は

潮
州
刺

史
で

あ
り
、

こ

の

作
品
は

、

住
民
に

危

害
を

も

た

ら

す
ワ

ニ

に

対

し

て
、

別
の

地
に

移
る

よ

う
求
め

た

命
令
書
で

あ

る
。

ワ

ニ

は

当

然
人

間
の

こ

と

ば
を

理

解
で

き

な

い

の

で
、

ワ

ニ

を

人
間
に

見

立

て

て
、

こ

の

よ

う

な
命
令

を
発
す

る
こ

と

は
、

作

品

全

体
が

虚
構

で

構

成
さ

れ
て

い

る

と
言
え

る
。

そ
の

冒
頭
は

次

の

通

り
。

　
維

年
月

日
。

潮
州

刺
史
韓
愈
、

使
軍
事

衙
推
秦

済
、

以

羊
一

豬
一

投
悪
渓

之

潭
水、

以
与

讎
魚

食
、

而
告
之

日
。

（

維
れ

年

月

日
。

潮
州
刺

史
韓

愈、

軍

事
衙

推
秦

済
を
し

て
、

羊
一

つ

豬
→

を

以
て

悪

渓
の

潭

水
に

投
じ
、

以

て

鰯
魚
に

与
へ

て

食
ら

は

し

め
て
、

之

に

告
げ
て

曰

く
。

）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ロソ

祭
文
の

よ

う

な
書
き

出
し

に

な
っ

て

い

る
。

そ

れ

な
ら

ば

「

時

羞
の

奠
を

薦
め
」

れ

ば

よ

さ

そ

う
だ

が
、

ワ
ニ

の

好
物
で

あ

る

羊

と

豚

を

川

に

投
げ
入

れ

て
、

ワ

ニ

に

与
え

て

い

る
。

祭
文
の

型
に
、

川
に

棲
ん

で

家
畜
に

危
害
を

与
え

る
ワ

ニ
、

と

い

う
モ

チ
ー

フ

が

重
ね
ら

れ

て
、

こ

の

よ

う
な

表
現
に

な
っ

て

い

る
の

で

あ
る

。

　
ま

た
、

途
中
で

ワ

ニ

に

よ

る

実
害
を
数
え

上

げ
る
だ

け
で

な
く

、

「

刺
史
と

抗
拒
し

て
、

長
雄
為
ら
ん

こ

と
を

争
ふ
」

（

刺
史
と

争
つ

て
、

主
の

座

を

争
う

）

と
、

ワ

ニ

が

自

分
に

対
抗

意
識
が

あ

る
と

認
め

た
り
、

ワ

ニ

に

対
し

て

最
後
ま

で

刺
史
と

し

て

振

る

舞
う

と

こ

ろ

に
、

滑
稽
さ

が

際
立
っ

て
い

る
。

　

　

　
三

　

「

毛
穎
伝
」

と
伝
奇
小

説

　

「

毛
穎

伝
」

は
、

元

和
元

−
三

年
（

八

〇
六

−
八

〇

八
）

の

作

で
、

繋
年
で

は

（

3
）

「

送
窮
文
」

の

前
に

位
置
す
る

。

こ

こ

で

は

「

毛
穎
伝
」

の

制
作
意
図

や
、

唐
代
伝
奇
小
説
と
の

関

係
を
明
ら

か

に

す
る

た

め
、

と

く
に

節
を

改

め

て

考
察
を
加
え

る
。

　

韓
愈
は

元
和
元

年

秋
に
、

地
方

左

遷
か

ら

権
知

国
子

博
士

と

し

て

長
安

復
帰
を

果
た

し

た
。

し

か

し

中
傷
に

悩
ま

さ
れ

て

自
ら

洛

陽
勤

務
を
願
い

出
て

、

翌
二

年
に

分
司

東

都
と

し

て

洛
陽
に

赴

任

し

た
。

元

和
元

年
は

、

周
囲
の

雑
音
に

煩
わ
さ

れ
な
が

ら
も

、

孟

郊
と

聯
句

を

連
作
し

て

お

り
、

創

作
意
欲
が

旺

盛
な

時

期
で

あ

る
。

翌

二

年
は
、

雑
音
か

ら

ひ

と

ま

ず

解
放
さ
れ

て
、

精
神

的
に

も

時

間
的
に

も

ゆ
と

り
を
持
て

た

時
期
と

思
わ
れ

る
。

こ

の

こ

ろ

の

韓

愈
の

心
の

状
態
と
し

て

は
、

中

央

復
帰
を
果
た

し

た

達

成
感

、

強

い

創
作
意
欲
、

心
の

ゆ
と

り

な
ど

が

指
摘
で

き
る
と

思
う

。

　
「

毛

穎
伝
」

は
、

兔

の

毛
で

作
っ

た

筆
を
人
間
に

見
立

て

て
、
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そ

の

生
涯

を

『

史
記
』

列

伝
の

ス

タ

イ
ル

で

綴
っ

た
、

筆
の

伝

記

で

あ
る

。

毛

穎
が

架
空

の

人

物
で

あ
り
、

し

た

が
っ

て

作
品

全

体

も
虚
構
で

あ

る
。

こ

こ

で

は

全
文
を

五

段
に

分
け、

虚
構
性

が

強

い

と

思
わ

れ

る

く
だ

り

を
引
用

す
る

。

　

第
一

段

落

は
、

毛

穎
の

氏

名
、

出
身
地
と

家
系
が

述
べ

ら

れ

る
。

書
き
出
し

は

次
の

通
り

。

　
毛

穎
者、

中
山

人

也
。

其
先

明
訴

、

佐
禹

治
東
方

土
。

養

万

物
有
功
、

因
封
於

卯
地
。

死

為
十

二

神
。

（

毛
穎
は
、

中

山
の

人

な
り

。

其
の

先
の

明
跡

、

禹
を
佐

け
て

東
方
の

土

を

治
む

。

万

物
を

養
ひ

て

功

有
り

、

因
り

て

卯
の

地

に

封
ぜ

ら

る
。

死

し

て

十
二

神
と

為
る

。

）

　

史
伝
の

ス

タ

イ
ル

に

忠
実
に

則
っ

た

書
き
方
で

あ

る
。

字
が

示

さ
れ

て

い

な
い

が
、

『

史
記
』

列

伝
に

は

字
が

記
さ

れ
て

い

な
い

者

も
多
い

の

で
、

不

自

然
さ
は

感
じ

ら

れ
な

い
。

こ

の

段

落
は

「

毛

穎
」

（

毛
と

穂
先
）

、

「

中
山
」

（

筆
の

産
地
）

、

「

明

師
」

（

「

跡
」

は

「

視
」

の

異
体
字

。

『

礼
記
』

曲

礼
下
篇
に

「

兔
を

明

視
と

日

ふ
」

　

　

　
　

　

　
　

　
ぽ

う

と

あ

る
）

、

「

東
方
」

（

卯
の

方

角
）

、

「

卯
の

地
」

、

「

十
二

神
」

（

十

二

支

を
連
想
さ
せ

る
）

な
ど

、

段

落
全

体
に
、

「

筆
」

の

他

に
、

毛

の

材
料
で

あ

る

「

兔
」

を

連
想
さ
せ

る
モ

チ

ー

フ

が

ち

り

ば
め

ら

れ

て

い

る
。

　
第
二

段

落

は
、

毛
穎
が

蒙
恬
に

捕
ら
え
ら

れ

て
、

秦
の

始
皇

帝

に

仕
え

る

ま

で

が

述
べ

ら

れ
る

。

ま

ず
蒙

恬
が

大
規
模
な

狩
り

を

す
る

に

あ
た

り
、

占
い

師
に

占
わ

せ
、

兔
や

筆
を
連
想
さ
せ

る

祝

詞

が

述
べ

ら

れ
る

。

続
い

て

狩
り

を
行
い

、

毛
氏
一

族
を
囲
い

込

み
、

そ

の

強
壮

な

者
・

毛

穎
を

捕

ら

え

て

連
れ

帰
り

、

］

族
を

縛

り

上

げ

る
。

始
皇
帝
は

毛

穎
を

入

浴

さ
せ

、

管
城
に

封
じ

た
。

穎

は

管
城
子

と

呼
ば

れ
、

日

増
し

に

寵
愛
を

厚
く

し

た
、

と

い

う
。

次
に
、

蒙

恬
が

狩
り

を

す

る

と

こ

ろ

か

ら
、

毛

穎
が

管
城
子
に

封

ぜ

ら

れ

る

ま

で

を

引
用
す

る
。

　

遂
猟

囲
毛
氏

之

族
、

抜
其
豪

、

載
穎
而

帰、

献
俘
于

章
台
宮
、

聚
其
族
而

加
束

縛
焉

。

秦
皇

帝
使
恬
賜
之

湯
沐

、

而

封

諸

管
城

、

号
日

管
城
子

。

（

遂
に

猟

し

て

毛
氏

の

族
を

囲

み

て
、

其
の

豪
を

抜
き

、

穎
を

載
せ

て

帰
り
、

俘
を
章
台

宮
に

献
じ
、

其
の

族

を

聚
め

て

束

溝
を

加
ふ

。

秦
の

皇

帝

恬
を
し
て

之

に

湯
沐
を

賜

は

し

め

て
、

諸
を

管
城
に

封
じ

、

号
し

て

管
城
子

と
日

ふ
。

）

　
こ

の

引
用

個
所
は

、

毛

を

選

別
し

て

束
ね
、

湯
を
通

し

て

脂

と

く

せ

を
取
り

、

管
に

挿
入

す

る

と
い

う
、

筆
の

製
造
過
程

を
パ

ロ

デ
ィ

に

し

た

も
の

で

あ
る

。

　

第
三

段

落
は
、

毛

穎
の

人
と

な
り

を

述
べ

る
。

毛

穎
は

記

録
し

な
い

も
の

は

な

く
、

古
今
に

渡
り

あ
ら

ゆ
る

こ

と
に

通

暁
し

て

い

た
。

ま

た

誰

か

ら
も

可

愛
が

ら
れ
大
切

に

さ
れ
、

自
ら
も

よ

く

人

の

意
に

沿
い

、

正

直
・

ね

じ

ま

が
っ

た

こ

と

な
ど

、

す
べ

て

人
に

従
い

、

捨
て

ら
れ
て

も

不

平
を
言

わ
な
か
っ

た
。

た

だ

武
人

だ

け

は

好
ま

な
か
っ

た

が
、

請
わ

れ
れ

ば

駆
け
つ

け
た

、

と
い

う
。

こ

れ

ら
は

毛
穎
の

人

柄
の

形
で

、

筆
の

役
割
を

述
べ

た

も
の

で

あ
る

。
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第
四

段
落
は
、

毛

穎
が

中

書
令
と

な
っ

て

か

ら

没
す
る
ま

で

と
、

子

孫
に
つ

い

て
の

記
述
で

あ
る

。

引
退
の

き
っ

か

け
と

な
っ

た
エ

ピ

ソ

ー

ド
が

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

る
。

　
後
因

進

見
。

上

将

有
任
使

払
拭
之

。

因
免
冠
謝

。

上

見
其

髪

禿
。

又

所
墓
画

、

不
能
称
上

意
。

上

嗜
笑
日
、

「

中
書
君
老
而

禿
。

不

任
吾
用

。

吾
嘗
謂

君
中

書
。

君
A
コ

不
中

書
邪

。

」

対
日

い

瓠
臣

所
謂
尽

心
者

。

」

因

不

復
召

。

（

後
に

因
り

て

進

見
す

。

上

将

に

任
使

す
る

こ

と

有
り

て

之

を

払

拭
せ

ん

と

す
。

因
り
て

冠
を

免
じ
て

謝
す

。

上

其

の

髪
の

禿

な

る

を

見
る

。

又
た

墓
画

す

る

所
、

上

の

意
に

称

ふ

能
は

ず
。

上

唔
笑
し

て

曰

く、

「

中
書

君

老
い

て

禿
な

り
。

吾
が

用
に

任
へ

ず
。

吾
嘗
て

君

を

書
に

中
る

と

謂
ふ

。

君

今

書
に

中

ら
ざ
る

か
」

と
。

対
へ

て

日

く
、

［

臣

は

所
謂
心

を
尽

く

す
者
な
り

」

と
。

因

り

て

復

た
召
さ

ず
。

）

　
こ

こ

で

も
筆
を
連

想
さ

せ

る

表
現

が

ち

り

ば
め

ら

れ
て

い

る
。

た

と

え

ば

「

払
拭
」

は
、

筆
を
ぬ

ぐ

う

こ

と
。

「

免
冠
」

（

冠

を
外

す
）

は、

筆
の

キ
ャ

ッ

プ

を

外
す

こ

と
。

「

髪
禿
」

（

髪
が

禿
げ
る
）

　

　
　

　

　

ち

は
、

筆
の

毛
が

禿
び
て

い

る

こ

と
。

「

所
墓
画
、

不

能
称

上

意
」

は
、

毛

が

禿
び

た
た

め

に

字
が

か

す
れ

て

い

る
こ

と
、

「

君
今
不
中
書
邪
」

（

君
は
い

ま

字
を
書
く

役
目

が

務
ま

ら
な

く
な
っ

た
）

は
、

筆
と

し

て

の

用

を

な
さ
な

く
な
っ

た

こ

と

と
、

官
職
の

中

書
令
を

か

け

た

表
現

。

「

尽

心
」

（

心

を
尽

く
す
）

は
、

筆
の

心

が

摩

耗
す
る

こ

と
、

な

ど

で

あ
る

。

な
お
、

こ

の

時

代
に

中
書
令
と
い

う
官
職

は

存
在
し

な

い
。

考
証

の

正

確
さ
な
ど

お

構
い

な
く
、

兔
と

筆
に

関

す

る

典
故
と

、

ユ

ー
モ

ラ

ス

な

表
現
を
織
り

交
ぜ

て

文

章
を

作
り

上

げ
て

い

る
。

　

最
終
段

落
は

、

作
者
に

よ

る

論
賛
で

あ
る

。

「

太
史
公

日
」

で

始

ま

り
、

「

毛
穎
伝」

が

『

史
記
』

列
伝
の

ス

タ

イ
ル

を
ふ

ま

え

て
い

る
こ

と

を
明
示
し

て

い

る
。

　

以
上

見
て

き
た

よ

う
に
、

「

毛
穎
伝
」

は
、

筆
を
人

間
に

見
立

て

て
、

そ
の

生

涯

を

『

史

記
』

列
伝
の

ス

タ

イ
ル

で

綴
っ

た

作
品

で

あ
り
、

そ
こ

に

は

兔
と

筆
に

関
す
る
エ

ピ

ソ

ー

ド

と
ユ

ー

モ

ア

が

ふ

ん

だ
ん

に

盛
り

込

ま

れ

て
い

る
。

　

「

毛

穎
伝
」

は
、

遡
爪

元
が

こ

れ

を
諧
謔
の

文

で

あ

る

と（
蠕
め

た

う

え
で

弁

護
し

て

以
来、

遊
戯
の

文

章
と

し

て

読
ま

れ

て

き

た
。

筆
を
人

間

に

見
立

て

る

と
い

う
奇

抜
な
着

想
と
、

作
品
に

盛
り

込

ま

れ
た

ユ

ー
モ

ラ

ス

な
表

現
か

ら
、

こ

の

よ

う
な
評
価
に

な

る
の

も
当
然
と
い

え

る
。

一

方
で

、

毛

穎
に

韓
愈
自
身
が

投
影
さ

れ
て

　

　

　
　

　

　
　
　
　　

い

る

と
の

見
方

も
あ
る

。

遊
戯
の

文
章
と

し
て

、

あ

る
い

は

毛

穎

に

韓

愈
が

投
影
さ
れ

て

い

る

と

し

て

読
ん

だ

場
合

、

な
ぜ

元
和

初

年
と

い

う
時
期
に
、

『

史
記
』

列
伝
の

ス

タ

イ
ル

で

筆
の

伝
記

を

書

く

必

要
が

あ
っ

た
の

か
、

と

い

う

疑
問
は

解
消
さ

れ

な
い

。

こ

の

点
北
あ

い

て
、

韓
愈
の

文

学
様
式

探
求
の

試

み
で

あ

る

と

の

指
摘

が

あ

る

が
、

な

ぜ

列
伝
の

ス

タ

イ

ル

な
の

か
、

な
ぜ

筆
の

内

容
な

の

か
、

と

い

う

問
題

が

残
る

。

筆
者
は

、

も
っ

と

内

面
的
な
、

韓

愈
の

創
作
意

識
の

根

幹
に

関
わ

る

よ

う

な
意
識
が

働
い

て

い

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え

る
。

以
下
に

筆
者
の

見

解
を
述
べ

て

み
た

い
。

　

ま

ず
、

制

作
時
期
に

つ

い

て

検
討
す

る
。

「

毛
穎
伝
」

が

書
か

れ

た

元

和
初
年
の

韓
愈
の

情
況

に
つ

い

て

は
、

先
に

考
察
し

た
。

そ
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こ

か

ら

筆
の

故
事
を
ち
り

ば

め

た

史
伝
ス

タ

イ
ル

の

文
章
を

書
く

動
機
は

探
し

に

く
い

。

　
次
に

、

題
名
と

内
容
に
つ

い

て

検
討
を

加
え
る

。

『

全
上

古
三

代

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
お　

秦
漢
三

国
六

朝
文

篇
名
目

録

及
作
者
索
引
』

に

よ
っ

て
、

「

某
某
伝
」

と

名
づ

け
ら
れ

た

作
品
を

探
し

て

み

る

と
、

文

学
作
品
で

目
に

止

ま

る
の

は
、

阮

籍
「

大

人
先
生
伝
」

（
「

全

三

国
文
」

巻

四
六
）

と
、

陶
潜
「

五

柳
先
生
伝
」

（

「

全
晋
文
」

巻
一

一

二
）

で

あ
る

。

　
こ

の

両
者
と

「

毛

穎
伝
」

と

を

比

較
し

て

み

る
と

、

ま

ず
「

大

人

先
生

伝
」

は
、

問
答
体
の

ス

タ

イ
ル

で

理

想
の

人

物

像
を
述
べ

た

作
品
で

あ
り
、

「

毛

穎
伝
」

と

は

文

体
・

内

容
と

も

に

異
な
る

。

「

五

柳
先
生

伝
」

は
、

虚

構
の

人

物
の

伝
記
で

あ

る

と

い

う
点
は

同

じ

だ

が
、

細
部
を
こ

と

さ
ら

に

ぼ

か

し

て

書
か

れ

て

お

り
、

姓

名
・

家
系
を

は

じ

め
、

そ
の

最
期
も
具
体
的
に

記

さ

れ

て
い

な
い

。

「

毛

穎
伝
」

が

姓

名
・

出
身
地
・

家
系
・

事

跡
・

子

孫
な
ど
を

克

明

に

記
す

の

と

は

大
き

く
異
な
る

。

　
そ

し

て

何
よ

り

も
、

「

大

人
先
生

伝
」

・
「

五

柳
先
生

伝
」

と
も

に
、

作
者
自
身
の

投
影
と

考
え

ら

れ

て

い

る
の

に

対

し

て
、

毛

穎

と
い

う
人

物
は

、

そ

れ
自

体
が

架
空
で

あ

る

上
、

韓
愈
自

身
の

事

跡
や

思
想
に

か

か
わ

る
と

特
定
で

き

る

記

述
を

作
品

中
に

見
い

だ

す

こ

と
が

困
難
な
の

で

あ

る
。

す
な
わ

ち
、

こ

れ

ら

の

先

行
作
品

が

あ

り

な
が

ら
、

韓
愈
は

「

某

某
伝
」

と

題

し

て
、

ま
っ

た
く

別

の

作

品
を

書
い

て
い

る
の

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
17）

　
次
に

『

全

唐
文
篇

名
目

録
及

作
者
索
引
』

お

よ
び

李
宗

為
『

唐

人

侭

評
』

に

よ
っ

て
、

「

某
某
伝
」

と

名
づ

け
ら

れ

た

作
品

を
探
し

て

み

る
と

、

次
の

四
つ

の

タ

イ
プ

に

分
類
で

き
る

。

　
一

、

「

五

柳
先
生
伝
」

の

系
譜
に

連
な
る

も
の

…

…

王

績
「

五

斗

　
　
先
生

伝
」

、

白
居
易
「

酔
吟
先
生
伝
」

　
二

、

実

在
し

た

人
物
の

伝
記
…

…

王

績
「

仲

長
先
生
伝
」

、

盧
蔵

　
　
用
「

陳
子
昂

別
伝
」

な
ど

　
三
、

伝
奇
小
説
…

…

闕
名
「

補
江
総
白
猿
伝
」
、

沈
既
済
「

任
氏

　
　
　

　
　
りね

　
　
伝
］

な
ど

　
四
、

寓
言
…

…

韓
愈
「

坊
者
王

承
福
伝
」

、

柳
宗
元

「

種
樹
郭
槧

　
　
　

　
　
（
20
）

　
　
駝
伝
」

な
ど

　
す
で

に

検

討
し
た

よ

う
に

、

「

毛
穎
伝
」

は
一

に

属
す

る

作
品
と

は

異
な
る

。

毛

穎
は

架
空
の

人
物
な
の

で
、

二

で

も

な
い

。

ま

た
、

作
品

か

ら

教
訓
を

汲
み

と

る
こ

と

も
難
し
い

の

で
、

四

に

も

属
さ

な
い

。

　
で

は
、

伝

奇
小

説
と
の

関
係
は

ど

う
だ
ろ

う
か

。

李
宗
為
氏
の

考
証

に

よ

る

と
、

「

某
某
伝
」

と
い

う
題
名
の

伝
奇
小
説
で

は、

「

補

江
総
白
猿
伝
」

・

「

任
氏
伝
」
・

「

柳
子

伝
」

・
「

李

章
武
伝
」
・

「

南
柯

太
守

伝
」

・
「

鴬
鴬

伝
」

・
「

李
娃

伝」
・
「

長
恨
歌

伝
」

の

各
作
品
が

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
れ　

元
和

元

年
ま

で

に

書
か

れ

て

い

る
。

「

毛

穎
伝
」

が
書
か

れ
た

元

和

初
年
は
、

伝
奇
小

説
の

全
盛

期
と

言
っ

て

よ

く、

韓

愈
も
当
然
こ

れ

ら
の

作
品
を
知
っ

て

い

た

は

ず
で

あ
る

。

　

次
に

内

容
を

見
て

み

る

と
、

艚“
玳
伝
奇
を

特

徴
づ

け
る
二

つ

の

大
き
な

要
素

、

男
女
の

情
愛
と

怪
異
を
、

「

毛
穎
伝
」

は

ど

ち

ら

も

欠
い

て

い

る
の

で

あ
る

。

ユ

ー
モ

ア

は

ふ

ん

だ

ん

に

盛
り

込

ま

れ

て

い

る

け
れ

ど

も
、

ス

ト

ー

リ
ー

の

起
伏
に

乏

し

く
、

奇

抜
な

展

開
を

盛

り
込

ん

で

読

者
を

楽
し

ま
せ

て

や
ろ

う

と

い

う
意

図
は

感

じ

ら

れ

な
い

。

毛

穎
自
身
が

架
空
の

人
物
な

の

だ
か

ら
、

奇

想
天
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外

な
ス

ト

ー

リ
ー

に

す
る
こ

と

も
で

き

た

は

ず

だ

し
、

そ
の

充

分

な

力

量
が

韓
愈
に

は
あ
っ

た
。

に

も
か

か

わ

ら
ず

そ

れ
を

し

な
か

っ

た

の

は
、

そ

れ
ら
の

要
素
を

意
図
的
に

排
除
し

た

と

考
え

ざ
る

を

得
な
い

。

つ

ま
り

韓
愈
は
、

「

毛

穎
伝
」

を
創
作
す

る

に

あ
た
っ

て
、

意
識
的
に

伝
奇
小

説
と

は
一

線
を

画
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

　

あ

る
い

は
、

筆
を
擬
人
化
し

て
い

る
こ

と

が

荒
唐

無
稽
で

あ
り

、

怪
異
だ
と

言
え

る

か

も

し

れ
な

い
。

し

か

し

そ

れ

は

着
想
だ
け
で

、

ナ

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

　
ウ

「

毛
穎
伝
」

に

荒
唐
無
稽
な
描
写
は
出
て
こ

な
い

。

李
肇
『

国
史
補
』

巻
下
に

見
え

る
次
の

評

語

は、

そ
の

点
を
指
摘
し
て

い

る
。

　

沈
既
済
撰
「

枕
中
記
」

、

荘
生

寓

言
之

類
。

韓
愈
撰

「

毛
穎
伝
」

、

其
文

尤

高
、

不
下

史
遷

。

二

篇
真
良
史
才
也

。

（

沈
既
済
撰
「

枕

中

記
」

は
、

荘
生

寓
言
の

類
な
り

。

韓

愈
撰
「

毛

穎
伝
」

は
、

其
の

文

尤
も

高
く
、

史
遷
を

下
ら

ず
。

二

篇
真
に

良

史
の

才

な

り
。

）

　

「

邯
鄲
の

夢
」

で

有
名
な
唐
代
伝

奇
の

代
表
作
「

枕
中
記
」

と
、

韓
愈
の

「

毛
穎
伝
」

が
、

と

も
に

優
れ
た

歴

史
家
の

才
を

示

し

て

い

る

と
い

う
の

で

あ
る

。

こ

れ

は
、

「

枕
中

記」

で

は
、

冒
頭
で

主

人
公

の

盧
生

が

枕
の

中
に

入
っ

て

い

く
く

だ
り

は

怪
異

だ

が
、

作

品
の

大
部

分
を
占
め

る

盧
生
の

経
歴

を
つ

づ

る

部
分
に

怪
異
や

情

愛
の

描
写

は

見

え

ず、

こ

の

部

分
を

誰
か
の

伝
記

と

し

て

歴
史

書

の

中
に

置
い

て

も
違
和
感
が

な
い

か

ら
だ

ろ

う
。

「

毛
穎
伝
」

に

も

同

じ

こ

と

が

言
え

る
の

で

あ
り
、

実
在
の

人
物
の

伝
記

と

し

て

歴

史

書
の

中
に

置
い

て

も
違
和
感
を
覚
え

な
い

書
き

ぶ

り

に

な
っ

て

い

る
。

　

以
上

検
討
し

て

き
た

と
こ

ろ

を
ま

と

め

る

と
、

「

毛
穎
伝
」

と
い

う
作
品
の

性
格
が

浮
か

び
上

が

る
。

「

毛

穎
伝
」

は、

唐
代
伝
奇
の

全

盛

期
に

「

某
某

伝
」

と

い

う

題

名
で

書
か

れ

た
、

伝
奇
の

要
素

が

意
図

的
に

排
除
さ
れ
た

作
品

な
の

で

あ
る

。

　

次
に
、

「

毛
穎
伝
」

の

創
作
意
図

は

何

か
。

思

う
に

韓
愈
は、

知

識

人
が

伝
奇
の

よ

う
な
も
の

に

手

を
染
め

る

風

潮
を

、

好
ま

し

く

思
っ

て

い

な
か
っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ
う
か

。

と

く
に

後
進
の

者

た

ち
が

、

韓

愈
の

目
に

も

余
る

よ

う
な

「

駁

雑
無
実
」

に

手
を
染

め

て
い

く
の

を

見
て

、

自
ら

筆
を
振
る
っ

て

あ
る
べ

き
「

伝
」

の

姿
を

示

し
、

「

諸
君
、

筆
の

使
い

方
を
誤
っ

て

お

る

ぞ
。

筆
は

自
分

た

ち
の

才
能
を

示
す
た

め

に

使
う
の

で

あ

り
、

小

説
を

書
く
た

め

で

は

な
い

の

だ
。

」

と
い

う
意
志
を

示

し

た
の

だ

と

思

う
。

韓
愈
は

逸
脱
し

た

着

想
で

も
っ

て

規
範
的
な
文

章
を

書
い

た

の

で

あ

り
、

ユ

ー
モ

ア

を

ふ

ん

だ

ん

に

盛
り

込

ん

だ

文
章
で

も
っ

て

規
範
を

示

し

た
の

で

あ
る

。

我
々

は
、

「

毛

穎
伝
」

に

は

逸

脱
と

と

も
に

規
範

意
識
を

読
み

取
る
べ

き

で

あ
り

、

韓
愈
の

創
作
意
識
の

根
幹
に

は
、

遊
び
心

と

規

範
意

識
が

矛

盾

無

く
共
存
し

て

い

る
の

だ

と

思
う

。

　
　

　
四

　
規
範
意
識

　
以
上

、

虚

構
を

用

い

た

こ

と

が

指
摘
で

き

る
作
品

を

取

り

上

げ

て
、

検
討
を
加
え

て

き

た
。

こ

れ
ら

を

ま

と

め

る

と
、

韓
愈
と

虚

構
に
つ

い

て

次
の

点
が

指
摘
で

き

る
。

　
第
一

に
、

韓
愈
は

若
い

頃
か

ら、

文

章
の

表

現
手
段
の
一

つ

と

し

て
、

作
品

中
に

虚
構
を

積
極

的
に

取
り

込

ん

で

い

る
こ

と

で

あ
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る
。

そ
れ

も

「

猫
相
乳
」

で

は

作

品

中
に

小

説
を

取

り

込

み
、

「

毛

穎
伝
」

で
は

筆
の

伝
記
を

書
き、

「

送

窮
文
」

で

は

作
品

に

鬼
が

登

場
す
る

と

い

う
、

伝
統
の

枠
か

ら

大
き
く

は

み

出
し

た

用
い

方
で

あ
っ

た
。

　

次
に

、

「

猫
相
乳
」

・

「

痙
硯
銘
」

と
い

っ

た

初
期
の

作
品

で

は
、

虚
構
は

作
品
の
一

部
分
に

用

い

ら

れ

る
に

す
ぎ
な

か
っ

た
が

、

「

毛

穎
伝
」

・
「

送
窮
文
」

な
ど

後
年
の

作
品

は
、

作
品

全

体
が

虚
構
で

構
成
さ

れ

る

よ

う

に

な
り

、

よ

り
大
胆

に

虚

構
を

用
い

る

よ

う

に

な
っ

て

い

る

点
で

あ
る

。

　

す
で

に

指
摘
し

た
が

、

虚
構
は

往
々

に

し

て

諧
謔
味

を

帯

び

る
。

そ
し

て

お

も
し
ろ

い

文
章
は
、

心
に

ゆ
と

り

が

な
い

と

書
け

な
い

。

心

に

憤
懣
を

抱
い

た

状
態
で
、

お

も
し

ろ
い

文

章
は

書
け
な
い

の

だ
。

後
年
に

な
っ

て

大
胆

に

虚
構
を

用
い

る

よ

う
に

な
っ

た
の

は
、

官
職
の

上

昇

と

経
済
的
安
定

、

文

人
と

し

て
の

名

声

と

自
信
な
ど

ユ
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

ヘ

カ

ら

く

る

毛
の

ゆ
と

り

が

関
係
し

て

い

る

と

思
う

。

　

第
三

に
、

虚

構
を
用
い

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

臨
場

感
や
イ
メ

ー

ジ

豊

か

な
表

現
を

作
り

出
し

、

読
者
に

訴

え

か

け
る

力
が

増
し

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

た
と

え
ば
「

猫
相
乳
」

の

前
半
が

事
実
を
述

べ

る

だ

け
で

あ
れ
ば

、

感

動
的
な
エ

ピ

ソ

ー

ド

は
生

ま

れ

ず
、

起

伏
の

小

さ
い

作
品

に

な
っ

て

い

た

だ

ろ

う
し
、

「

毛

穎
伝
」

や

「

送

窮
文
」

は

そ

も
そ

も
作
品
と

し

て

成
立

し

な
い

。

韓
愈
は

虚

構
を

用
い

て

イ

メ

ー
ジ

を
ふ

く

ら
ま
せ

、

読

み
手
を
引
き

込

ま

ず
に

は

お
か

な
い

作
品

を

書
い

て
い

る
の

だ
。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
　　

　
と

こ

ろ

で
、

韓
愈
の

文

章
の

特

徴
と
し

て
、

「

規
範
の

逸
脱
」

と

い

う
指

摘
が

あ

る
。

本
論
で

も、

虚

構
に

お

け

る

韓
愈
独
自
の

逸

脱
を

指
摘

で

き

た

と

思
う

。

こ

こ

で

は

さ

ら

に
、

韓

愈
以

外
に

も

「

規

範
を

逸
脱
」

し

た
文

章
を

書
い

た

者
が

い

た

と

し

て
、

な
ぜ

他
者
で

は

な

く
、

韓
愈
の

文

章
が

名
文

と

し

て

後

世

高
く
評

価
さ

れ
た

の

か
、

と

い

う
点
に
つ

い

て

考
え

て

み
た

い
。

た

と

え
ば

韓

愈
と

同
時

代
の

人
・

樊
宗
師
は、

李
肇
『

国
史
補
』

巻
下
に

、

「

元

和
已

後
、

為
文

筆
則
学

奇
于

韓
愈

、

学
苦
渋
于

樊
宗
師

。

」

（

元
和

巳

後
、

文

筆
を

為
す

は
則
ち

奇
を

韓
愈
に

学
び

、

苦

渋
を
樊

宗
師

に

学
ぶ
）

と

あ

る
よ

う
に

、

風

格
は
異
な
る

け

れ

ど

も
、

文

章
で

韓
愈
と

並

び

称

さ

れ

た

文

人
で

あ

る
。

そ

の

墓
誌
銘

は

韓
愈
が

書

き
、

そ
の

中

で

韓
愈
は
、

樊
宗

師
に
は

膨

大
な

著

書
が

あ
っ

た

こ

と

と
、

そ
の

こ

と

ば
が
一

言
も
先

人
を

踏
襲
せ

ず
、

自
分
自

身
の

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ハ
ゐね

こ

と

ば
で

書
か

れ

て

い

た

こ

と
を

称
賛
し

て

い

る
。

し

か

し

宋
代

に

は
、

す

で

に

作
品
の

ほ

と

ん

ど

が

失
わ

れ
、

『

全

唐
文
』

に

は
一

篇
を
収
め

る
の

み

で

あ
る

。

韓
愈
と
の

こ

の

違
い

は

何
に

起

因
す

る

の

だ
ろ

う

か
。

本
論
で

取
り
上

げ
た

作
品

を

も

と
に

考
え
て

み

た
い

。

　
ま

ず
、

そ

れ

ぞ
れ
の

作
品
の

内

容
と

形
式
に
つ

い

て

確
認
す
る

。

「

猫
相
乳
」

は
、

猫
の

エ

ピ

ソ

ー

ド
に

小
説
が

取

り

入

れ
ら
れ

て

い

る

が
、

論
説
文
の

形
で

書
か

れ
て

い

る
。

「

痙
硯

銘
」

は
、

硯
に

呼
び

か

け

る

な

ど

の

描
写
が

見
ら

れ
る

が
、

形

は

誌
・

銘
共
に

備

え

た

墓
誌

銘
で
あ

る
。

「

毛

穎
伝
」

は
、

筆
の

伝
記
が

『

史
記
』

列

伝
の

ス

タ

イ
ル

で

書
か

れ
て

い

る
。

「

送
窮
文
」

は
、

貧

乏

神
と

問

答
し

た

り
、

鬼
が
登

場
し
た

り
す
る
、

揚

雄
「

逐

貧
賦
」

を
ふ
ま

え

て

書
か

れ

た
作
品

で

あ

る
。

「

試
大
理

評
事
王

君
墓

誌
銘
」

は
、

嫁
取
り
の

エ

ピ

ソ

ー

ド
が
小

説
的
だ

が
、

そ

れ

は

墓
誌

銘
中
の

エ
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ピ

ソ

ー

ド

と
し
て

書
か

れ

て

い

る
。

「

纏
魚
文
」

は
、

ワ
ニ

に

立

ち

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　
に　

退

き

を
求
め

る

命
令
書

、

す

な
わ

ち
公

文

書
で

あ
る

。

こ

れ

ら

を

表

に

ま

と

め

る
と

、

つ

ぎ
の

よ

う
に

な
る

。

作
品

名
（

繋
年
）

虚

　
構

備

　
考

猫
相
乳
（

お
8

猫
の

エ

ピ

ソ

ー
ド

論

説
の

文

癧
硯
銘
（

お
巴

硯

に

呼
び

か

け
る

墓
誌
銘

毛
穎
伝
（

。。

O
『

1
°。

8）

筆
の

伝
記

史
記
』

の

ス

タ

イ

ル

送
窮
文

（

G。
一

じ

貧
乏

神

と
の

問
答

揚
雄
「

逐
貧
賦
」

を
ふ

ま

え
る

試
大

理

評
事
王

君

墓
誌

銘

（
Qo

置）

嫁
取

り
の

エ

ピ

ソ

ー
ド

墓
誌
銘
中
の

エ

ピ

ソ

ー

ド

鱧

魚

文

（

°。

一

9

ワ
ニ

に

立

ち

退

き

を
求
め

る

命
令
書
（

公

文
書
）

　
こ

の

表
か

ら
は
、

次

の

こ

と

が

指
摘
で

き
る

。

韓
愈
は

作
品

中

に
、

従
来
に

な
い

形

で

虚
構

を

用
い

て
い

る
、

と

い

う

点

で

は

逸

脱
し

て

い

る

け

れ

ど

も
、

備
考
で

示
し

た
よ

う
な

、

伝

統

的
な
文

章
の

ス

タ

イ
ル

に

則
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

伝
統
的
な

枠
か

ら

逸

脱

し

き
っ

て

い

な
い
、

つ

ま

り
、

逸
脱
に

歯
止

め

が

か

か
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

た

と

え

ば
「

試

大

理

評

事
王

君
墓
誌
」

で

の

妻
を

娶

る
エ

ピ

ソ

ー

ド

は
、

こ

の

部

分
だ

け

を
取
り

出
せ

ば
、

ほ

ぼ
間

違

い

な
く

小

説
と

見

な
さ
れ

る

と

思

わ

れ

る
が

、

墓

誌
銘

に

組
み

込

む

こ

と
に

よ
っ

て
、

作
品

全

体
と

し

て

は

古
文
に

な
っ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　
ま

た

「

猫
相
乳
」

で

は
、

小

説
「

王

燧
」

を
取
り

込

む

際
に

『

荘

子
』

の

典
故
を

加
え

、

「

毛

穎
伝
」

で

は
、

「

某
某

伝
」

と

い

う

題

名
の

作
品
を

書
き

な

が

ら
、

男
女
の

情

愛
と

怪
異
と

い

う
、

唐
代

伝
奇
小

説
の

要

素
を
排
除
し

て

い

る
。

こ

れ
は

小
説
風
の

作
品

を

書
き

な

が

ら

も、

自
己
の

作
品
を
小
説
か

ら
一

線
を
画

そ

う
と

す

る

意
識
の

表
れ

だ
と

思
わ

れ

る
。

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
バ
リ　

　

韓
愈
の

文

章
に
つ

い

て
、

孫
昌
武
氏

に

次
の

指
摘
が

あ

る
。

　

雄
健
的

筆
力

還
得
之

於
結
構
上

的
縦

横
自
如
、

恢
詭
多
変

。

他
的
文

章
有
法
而

無
法

。

借
用
蘇
軾
的
一

句
話
、

可

以

説
是
「

出

新
意
於
法

度
之

中
、

寄
妙
理

於

豪
放
之

外
」

的
。

他
心

中
樹
立

着
、

遵

循
着
大

的
芸
術
規

範、

但
并
没

有
定
下

枝
枝
節
節
的
死

的
公

式
。

（

力
強
い

そ
の

筆
力
は
、

縦
横
無
尽

・

変
幻
自
在
な
構

造
の

上

に

発

揮
さ

れ
る

。

韓
愈
の

文
章
は

規

範
が

あ
っ

て

な

き

が

ご

と

し
。

蘇
軾
の

こ

と

ば
を

借
り

る

な
ら
ば
、

「

新
意
を

法

度

の

中
に

出

だ

し
、

妙
理

を

豪
放
の

外
に

寄
す
」

と

言
う
こ

と
が

で

き
る

。

韓
愈
は

心
中
に

芸

術
の

大

き
な

規
範
を

打
ち

立

て
、

そ

れ

に

従
っ

て

い

た
の

だ

が
、

細
々

し

た

形
式

を
定
め

る
こ

と

は

し

な

か
っ

た
。

）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　　
の　

　
こ

の

蘇
軾
の

こ

と
ば
は
、

「

書
呉

道

子

画
後
」

（

『

蘇

軾
文

集
』

巻
七

〇
）

に

見
え

る

こ

と

ば

で
、

文

章
で

は

な
く
、

呉
道
子
の

描

い

た

絵
の

批
評
に

用
い

ら
れ
て
い

る
。

し

か

し

そ
の

前
段
で
、

「

天

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
　　

下
の

能
事
」

の

中
に

韓
愈
が

言

及

さ

れ

て

お

り
、

孫
昌
武
氏

は
、
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蘇
軾
の

こ

の

評
語

は

韓
愈
の

文
章
に

も
あ

て

は

ま

る

と

考
え

て

引

用

し

た

の

だ

ろ

う
。

　

逸
脱
す
る

け

れ

ど

も
一

線
は
越
え

な

い
、

と
い

う

韓
愈
の

創
作

態
度
は、

『

毛
詩
』

衛
風
「

淇
奧
」

の

「

善
戯
謔

兮
、

不

為
虐
兮

。

」

（

善
く
戯
謔
す
れ

ど

も、

虐
を
為
さ
ず
）

、

ふ

ざ
け

は

す

る

け

れ
ど

も
、

い

じ

め

る

こ

と

は

な
い

、

に

溯
る
こ

と

が

で

き
る
と

思
う

。

『

毛

詩
』

の

こ

の

句

は
、

「

重
答
張

籍
書」

の

中
で

、

韓
愈
が

張

籍

に

対
し

て
、

戯
れ

を
為
す
こ

と
の

正

当
性
を

主

張
す
る

際
に

も

引

　

　

　

　

　
の　

用

さ
れ

て

い

る
。

韓
愈
が

長
期
間
に

わ

た
っ

て
、

虚
構
や
遊
び

心

を

交
え

た

文
章
を
書
い

て
い

た

こ

と

を
考
え

る

と
、

『

毛
詩
』

の

こ

の

句
は
、

韓
愈
の

創

作
態
度
を
考
え

る

上

で
、

一

つ

の

キ

ー
ワ

ー

ド

に

な
る

と

思
う

。

韓
愈
の

文

章
は

、

逸
脱
が

あ

る
か

ら
こ

そ

精

彩
を
放
つ

の

で

あ
り
、

同

時
に

守
る
べ

き
所

は

守
っ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

　

　

五

　
ま

と
め

　

以

上

の

考

察
の

結

果、

韓
愈
は

初
期
か

ら
後

年

に

至

る
ま

で
、

虚

構
を

用
い

た

作
品

を
書
い

て

お

り
、

後
年

に

な

る
と

、

そ
の

用

い

方
が

よ

り

大
胆
に

な
っ

て

い

る
こ

と

が

わ

か
っ

た
。

そ
し

て
「

毛

穎
伝
」

制

作
の

背
後

に

は

規

範
意
識
が

あ
る

と

い

う
新
し
い

解
釈

を

示

し
、

作
者
の

創

作
意
識
と

し

て
、

小
説
と

は
｝

線
を
画

し

て

い

る

こ

と
、

作
者
の

中
に

は
遊
び

心

と

規
範

意
識
が

矛

盾
無

く
共

存
し

て

い

る
こ

と

を
指
摘
し

た
。

　

ま

た

韓
愈
の

虚
構
の

用
い

方

は
「

新
意
を

法
度
の

中
に

出
だ

す
」

（

蘇
軾
）

で

あ

り
、

従
来

見
ら
れ

な
い

用
い

方
を

す

る

こ

と

で

表

現
上

の

効
果

を

上

げ
つ

つ
、

し

か

し

伝
統
の

枠
か

ら

は

外
れ

て

い

な

か

っ

た
。

こ

の

点
を
後

世
の

知

識
人

も
共

有
し

た

か

ら

こ

そ
、

韓
愈
の

作
品

は

古
文

と

し

て

受
け

入

れ

ら

れ
、

高
い

評
価
が

定
着

し

た

の

で

あ
る

。

　

逸
脱

と

規

範
と

い

う
の

は
、

あ

た

か

も
陰
陽
の

二

気
の

よ

う
に
、

時
に

よ

っ

て

優
劣
を

変
え

な
が
ら

共
存
し

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

こ

れ

は
一

人
の

文

人
の

内
面

に

も
言

え

る

し
、

中
国
文

学
史
と
い

う

長
い

時
間

軸
に

も

通

じ

る

よ

う
に

思

わ

れ

る
。

今
後

は

韓
愈
以

外
の

文
章
家
を

も
視
野

に

入

れ
つ

つ
、

よ

り

広
い

視
点

か

ら

考
察
を

続
け
て
い

き
た

い
。

注

〔
1
）
「
毛

穎
伝
」

に

関
す

る
も
の
・・
…・

清
水
潔
「
韓
愈
の

文
学
に
お

け

る

　
諧
謔
と
ユ

ー
モ

ア
」
（
『

懐
徳
』

32
一

九
六

＝
、

山

崎
純
一

「
『

毛
穎

伝
』

　

ー
韓

愈
と

笑
い

の

文

学
」

（
『

執
着
と

恬
淡
の

文

学
』

笠

間

書
院
　
一

九

　
八

〇）
、

西
上

勝
「

毛

筆
の

パ

ロ

デ
ィ

ー

　
韓

愈

「

毛

穎
伝
」

を
め

ぐ

　
っ

て

ー
」
（
『

山

形
大

学
人
文

学
部
研

究

年
報
』

5
　
二

〇

〇
八
）

　
・
「
送

窮

文
」

に

関

す

る
も
の

…

…

清
水

潔
「
韓
愈
の

文

学
に

お
け

る

　
諧
謔

と
ユ

ー
モ

ア
」

（
『

懐
徳
』

32
一

九
六
一
〕
、

山

崎
純
一

「

韓
愈
の

　
設

論
二

篇

1
と

く
に

そ
の

滑

稽
感
に

つ

い

て

ー」
〔
『

中

国
古

典
研
究
』

　
18
「

九
七
一
）

　
・
「
石

鼎
聯
句
詩
序
」

に
関

す
る

も
の

…

…

原

田

種

成
「

軒
轅

弥
明

は

　
韓
愈
の

託
名
」

（

『

大

東
文
化

大
学
漢

学
会
誌
』

18
　
一

九

七

九
）
、

川

　
合
康
三

「

ひ
と

り
で

作
っ

た

聯
句

ー
韓

愈
「

石

鼎
聯
句
詩
」

を
め
ぐ

っ

　
て
」

（
『

ア

ジ
ア

遊
学
』

95
　
二

〇
〇
七
）

49
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・
「
進

学
解
」

に

関

す
る

も
の

…
…

山

崎
純
一

「

韓
愈
の

設
論
二

篇
1

　
と

く
に

そ
の

滑

稽
感
に
つ

い

て

ー
」

（

『

中
国
古
典

研
究
』

18
　
一

九
七

　
→
）

　
・
「
鱈

魚

文
」

に

関

す

る

も
の

…
…

谷
口

匡
「
韓

愈
「

璢
魚

文
」

の

位

　
置
」
（
『

中
国
文
化
』

六

三

　
二

〇
〇
五
）

　
　

な
お
、

本
論
に

お
い

て
、

韓
愈
の

作
品

は
、

テ

キ

ス

ト

は

東
雅
堂

　
本

『

昌

黎

先
生

集
』

（
同

治
己

巳

江
蘇

書
局
重

刻
、

民

国
五

九

年
新
興

　
書

局
影

印
）

に

よ

り
、

繋
年
は

『

韓

愈
全

集
校

注
』

（
四

川

大

学
出
版

　
社

　
一

九
九

六
）

に

よ

る
。

本
文
で

は

最
初
に

書

名
と

巻
数
を

示
し
、

　

以
下

、

カ
ッ

コ

内

に

東
雅

堂
本
の

巻

数
の

み
を

示

す
。

（

2
）

こ

こ

で

い

う
従
来
の

用

法
と

は
、

架
空
の

人

物
と

の

討
論
と
い

う

　
形
で

ス

ト

ー

リ
ー
が

進

行
す
る

作
品

、

「

進

学
解
」

（

巻
一

二
）

、

「

石

鼎

　

聯
句
詩

序
」
〔
巻
二

＝

を

指
す

。

こ

れ
ら

は

『

文
選
』

で

は

「

設

論」

　
に

分
類
さ

れ
る

も
の

で

あ

り、

本
論
で

は

取
り
上

げ

な
い

。

（
3
）

張
籍
の

書

簡
は、

魏
仲
挙

輯
注

『

新
刊
五

百

家
注
音
辨
昌

黎
先

生

　

文
集
』

（

上

海
商
務
印
書
館

函

芬
楼

依
宋

本

影
印）

巻
一

四

「

答
張
籍

　

書
」

「
重

答
張
籍
書
」

に

付
載
さ

れ

て

い

た

も
の

が
、

東
雅
堂
本
で

は

　

そ
れ

ぞ
れ

「

答
張

籍
書」
・
「
重
答
張

籍
書
」

の

題
下
注
に

収
録
さ

れ
て

　
い

る
。

い

ま
、

テ

キ
ス

ト

お
よ

び
題

名
は

五

百

家
注
本

に
よ

る
。

（
4
）

「

駁

雑
無
実

の

説
」

に

関
す
る

先
行

諸

説
は
、

〔
一
）

は
五

代
・

王

　

定
保
『

唐
撩
言
』

巻
五

「

切

磋
」

に

見
え

る
が

、

「

毛
穎
伝」

が

元

和

　

初
年
の

作
と

考
証
さ

れ
て

お

り、

こ

の

論
争
が

行
わ

れ
た

と

き
に

は

ま

　
だ

作
ら

れ
て

い

な
い

た

め
、

現
在
こ

の

説

は

退
け
ら

れ
て

い

る
。

（
二
）

　
は

陳
寅
恪
「

韓
愈
与

唐
代
小

説
」
、

羅
聯

添
「
張

籍
上

韓
昌
黎
書
的

幾

　

個
問
題
」

、

戸

崎
哲
彦

「

韓
愈
と

唐
代

小

説
−
張

籍
の

韓
愈
批

判
「
駁

　
雑

無

実
之

説
」

の

再

検
討
」

な
ど

、

〔
三
）

は

銭

穆
「
雑

論

唐
代
古
文

　
運
動」

に

見
え

る
、

（
5V

『

中
国
中
世
文

学

研
究
』

55
　
二

〇

〇
九

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

う
つ

（
6
）

明
・

蒋
之

翹
は
、

「

癈

硯
事

亦
奇
絶

。

」

（
硯

を

癈

む
る

事
も

亦
た

奇

　
絶
な
り
）

と

評
し

て

い

る
。

テ
キ

ス

ト

は

蒋
之

翹
輯
注
『

唐
韓
昌

黎
集
』

　
（
『

和
刻

本

漢
詩
集
成

　
唐
詩
7

』

汲

古

書

院

　
　

九

七

五
）

に

よ
つ

　
た
。

（
7
）

テ

キ

ス

ト
は
、

　一

九
七

九

年
中
華

書

局
排
印
本
を

用
い

た
。

（
8
）

た
と

え

ば

『

広

古

今
五

行
記
』

「
劉

嬌
」
（
『

太

平
広

記
』

巻
三

五

九

　
「

妖
怪
一
」

）

に
、

「
劉
嬌

便
持

刀

然
火
、

将
婦

至
、

見
四

壁
上

如

人
面
、

　
張
目
吐

舌。
」

と

あ
る

。

（
9
）

「

逐

貧

賦」

は
、

福
井
佳
夫

「

揚
雄

「

逐

貧
賦
」

論
」

（
『

六

朝
の

遊

　
戯
文

学
』

汲

古
書
院
　
二

〇
〇
七
）

に

日

本
語

訳
と
論

考
が

あ

る
。

（
10
）

た

と
え

ば
福
田

和
子

「

韓
愈
の

墓
誌

銘
に

お

け

る
二

つ

の

方

向

ー

　
エ

ピ

ソ

ー

ド
と

後
世
へ

の

訓
戒

ー
」
（
『

国

語
と

教
育
』

11
　
一

九
八

五
）

　
に

は
、

「
こ

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

で
は
、

媒

嫗
（
な
こ

う
ど
の

老

女）

の

金

　
銭
欲
も
か

ら

ん

だ

機

智
の

お
か

げ
で
、

め
で

た

く
王

適
と

侯
高
の

娘
が

　
結
ば

れ
た
こ

と
が

小
説

的
に

描
か

れ

て

い

て

面
白
い

作
品
と

な
っ

て

い

　
る

。

」

と

あ
り
、

孫
昌
武
『

韓
愈

散
文

芸
術

論
』

（
南

開
大

学

出
版

社

　
一

九
八
六
）

に

は
、

「

有
一

段

主

人
公

以
欺

騙
手

段

娶

妻
的

情
節、

宛

　
如
伝
奇
小
説

。

…

…

這
都
大

大

突
破

了
一

般
碑
誌
的
旧

格
。

」
（
主

人
公

　
が

騙
し

の

手

段
で

妻
を

娶
る

く
だ

り

は
、

さ

な
が

ら

伝
奇
小

説

で

あ

る．、

　
…

…

こ

れ
ら

は

大
い

に
、

一

般
の

碑

誌
の

従
来
の

ス

タ

イ
ル

を

破
っ

て

　
い

る）

と

あ
る

。

（
五

八

頁
）

ま

た
清

水
茂

『

唐

宋
八

大

家
　
上
』

（
朝

　
日

新
聞

社

　
一

九

六

六
）

は
、

全

文
を

称
し

て
、

「

こ

の

文
は
、

甚
だ

一 50 一
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小

説
に

近
い
」

と
い

う
。

（
一

四
九

頁
）

（

11
）

前
掲
注

（
1
）

谷
口

匡
「

韓
愈
「
鱈

魚

文」

の

位
置
」

で

は
、
「
鱈

　
魚
文」

の

冒

頭
が

祭

文
の

ス

タ
イ

ル

で

書
か

れ
て

い

る

こ

と

を

指
摘
し

　
て

い

る
。

（

12
）

柳
宗
元

「

読
韓
愈
所

著
毛

穎
伝
後

題
」

（

『

柳
河
東

集
』

巻
二
一
）

　
に
、
「
且

世
人

笑
之

也、

不
以

其
俳
乎

。

而

俳
又

非
聖

人
之

所

棄
者

。

」

　
（
且
つ

世
人
の

之

を

笑
ふ

や
、

其
の

俳
な

る
を

以
て

な
ら

ず
や

。

而

も

　
俳
は

又

た
聖

人
の

棄
つ

る

所
の

者
に

非
ず）

と
あ

る
。

テ

キ

ス

ト

は
、

　
『

柳
宗

元
集
』

（
中
華
書
局

　
一

九
七

九
）

を
使

用
し

た
。

（

13
∀

前
掲

注

（
1
）

清
水

潔
「

韓
愈
の

文

学
に

お

け
る

諧

謔
と

ユ

ー
モ

　
ア
」

、

山

崎
純
一

「
『

毛

穎
伝
』

−
韓
愈
と

笑
い

の

文

学」
、

前
掲
注
（
10
）

　
清
水
茂

『

唐
宋
八

家
文

　
上
』

な
ど

数
多
い

。

な
か

で

も

山

崎
氏
の

論

　
文
で

は
、

「

毛
穎
伝
」

の

句

作
り

に

見

ら

れ
る

工

夫
つ

い

て

詳

述
さ

れ

　
て

い

る
。

（

14
）

前

掲
注

（
1
）

西
上

勝
「
毛

筆
の

パ

ロ

デ
ィ

ー

1
韓
愈

「

毛
穎
伝
」

　
を

め

ぐ
っ

て

ー」

に

は
、

「

こ

こ

で

は

も
の

書
く

人
問
た

る

韓
愈
が
．

　
毛

筆
の

人
格

化
さ

れ
た

形

象
で

あ

る

毛
穎
が

始
皇

帝
か

ら

承
け

た
処

遇

　
を

自
ら
に

重

ね

書
き

す
る

こ

と

を

通
じ

て
、

自
ら
の

境
遇
が

新
た
に

照

　
ら
し

出
さ

れ
る

よ

う
に

仕
組
ま

れ
て

い

る
の

で

あ
る
」

と
述
べ

て

い

る
。

（

15
）

川

合
康
三

「

韓
愈
の

文

学
様
式

探
求
の

試
み

　
「

画
記
」

分
析
−」

　
（
『

終
南
山
の

変

容

−
中
唐
文
学
論
集
』

研

文
出
版
　
一

九

九
九
）

（

16
）

中
華
書
局

　
一

九
五

六

（

17）

中
華
書
局

　
一

九
八

五

（

18
）

中
華
書
局

　
一

九
八

五

（

19
）

陳
寅
恪

『

元

白

詩

箋
証

稿
』

（

商
務
印
書

館

　
一

九
六

二
）

に

は
、

　

「
毛

穎
伝

者、

昌

黎
募
擬

史
記
之
文、

　

甚
成

功
者
也

。

」

（
「

毛
穎
伝
」

は
、

韓
愈
が

「

史
記
』

　

い
、

お
そ

ら
く

古

文
で

小

説

を
作
る

こ

と

を
試

み
て

、

　

い

か

な
か

っ

た

も
の

で

あ

る
）

と

あ

り
、

「

毛

穎
伝」

　

と
見

な
し

て

い

る
。

（
一

〇
八

頁）

（
20
）

孫
昌
武

『

韓

愈
選

集
』

（
上

海
古
籍
出

版
社

　

「

本
篇
是
戯

倣
史
伝
的

寓
言

。

」
（
こ

の

作
品
は
、

　

ま
ね

て

戯
れ

で

作
っ

た

寓
言
で

あ

る）

と

あ
り

、

　

と

見
な
し

て

い

る
。

（一一
＝

一

頁
）

（
21
）

前
掲
注

〔
18
）

附
録
一

　

る
。

（
22
）

た

と

え

ば

「

補
江
総

白

猿

伝
」

は
、

　

話

（

怪
異
）
、
「

任
氏

伝」

は
、

　

す
る

話
（
怪
異
と

情
愛）

で

あ

り、

　

る
。

（
23
）

テ

キ

ス

ト
は

、

一

九
五

七

年

（
24
）

前
掲

注
〔
15
）

参

照
。

（
25
）

「

南
陽
樊
紹
述

墓
誌

銘
」
（
巻
三

四
）

に
、

　

三

十

巻
、

日

『

樊
子
』

者
又
三

十
巻、

蓋

以

古
文
試

作
小
説

、

　

　
　
而

未
能

の

文

章

に

な
ら

あ
ま
り

う
ま

く

を
小

説
の

習

作

一

九

九
六
）

に

は、

史
伝
の

ス

タ

イ
ル

を

「

毛

穎
伝
」

を

寓

言

「

今
存
主

要

作
品

創
作
年
代

簡
表
」

に
よ

　

　

　

白
い

猿
が

若
い

女
を

さ

ら

う

人

間
の

女
に

化
け

た

狐
が
、

鄭
六

を

愛

　

　
伝
奇
と

し

て

の

要

素
を

含
ん
で

い

古
典
文

学
出
版
社

排

印
本
を

用
い

た
。

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
「

得

書
号

『

魁
紀
公
』

者

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
『

春
秋

集
伝
』

十
五

巻
、

表
牋
・

状
策
・

書
序
・

伝

記
・

紀
誌
・

説
論
、

今
文
讃

銘、

凡
二

百
九

十
一

篇、

道
路

所
遇
、

及

器
物
・

門
里

雑

銘
二

百
二

十、

賦
十

、

詩
七

百
一

十
九
。

日、

多
矣
哉

。

古
未
嘗
有
也

。

然
而
必

出
於
己

、

不

襲
蹈

前
人

＝＝
三

句
。

又
何

其
難
也

。

」

（

書
の

『

魁

紀
公
』

と

号

す
る

者
三

十

巻、

『

樊

子
』

と

日

ふ

者
又

た

三

十
巻

、

『

春

秋
集
伝
』

十
五

巻、

表

牋
・

状
策
・

書
序
・

伝
記
・

紀
誌
・

説

論
、

今

文
の

讃
銘

、

凡

そ
二

百
九

十
一

篇、
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道

路
に

遇
ふ

所、

及
び

器

物
・

門
里
の

雑
銘
二

百
二

十、

賦
十

、

詩
七

　

百
一

十
九

を

得
た

り。

曰

く、

多
き
か

な
。

古
に

未
だ

嘗
て

有
ら

ざ
る

　

な

り
。

然
り

而
し

て

必
ず

己
よ

り

出
で

て
、

前
人
の
一

言
一

句
を

襲
蹈

　

せ

ず
。

又

た

何
ぞ

其
れ

難
き
や）

と
あ

る
。

（
26）

姚
繭
『

古
文

辞
類

纂
』

（

巻
三

六
）

は
、

題

名
を
「

祭
鱈
魚
文
」

と

　

し

て

「
詔

令
類」

に

収
め

て

い

る
。

（

27
）

『

韓
愈
散
文

芸
術

論
』

（

前

掲
注
10
参
照）

七

〇
頁

。

（

28
）

テ

キ

ス

ト

は
、

『

蘇
軾
文

集
』

（

中

華
書
局

　
一

九

八

六
）

を

使
用

　

し
た
。

（
29
）

智
者
創
物、

能

者
述
焉、

非
一

人

而

成
也。

君

子

之

於
学、

百
工

　

之

於

技
、

自
三

代
歴
漢
至

唐
而

備

矣
。

故
詩
至

於
杜
子

美
、

文

至
於

韓

　

薯、
書
至

於

顔
魯
公
、

画
至

於
呉

道
子

、

而

古

今
之

変
、

天

下
之

能

　

事
畢
矣

。

（
30
）

駁

雑
之

譏、

前
書
尽

之
。

吾
子
其

復
之

。

昔
者

夫
子
猶
有
所
戯

蠹
醐
『

　

不

云
乎
、

「
善
戯

謔
兮、

不

為
虐
兮

。

」

『

記
』

日
、

「

張

而

不
弛、

文
武

　

不
能

也
。

」

悪

害
於
道

哉。
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